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1　はじめに

　ニホンカモシカ（Cα加co7痂εoγゼs加s）の食性に関しては，最近になってようやく，各地

で断片的な資料が出されるようになった。すなわち，ニホンカモシカの生息地における採食

痕にもとつく平田ほか（！973），栩秋（1974，1975），千葉・山口（1975），宮尾・両角ほか

（1974），宮尾・西沢ほか（1975）などの資料，胃内容物にもとつく千葉（1968），御厨・小

原（！970），森下・村上（1970），山口・小林ほか（1974）．千葉・山口（1975），宮尾（1976）

などの資料がある。また，飼育下での食物としては千葉（1972）などの資料が出されている。

　しかし従来の報告は，一年のうちの限られた季節の食性を論及したにとどまり，ニホンカ

モシカの食性の周年的な調査に関しては，きわめて不十分なものであった。また，上記諸資

料をみると，同一季節であっても，生息する地域により，ニホンカモシカの食植物はかなり

異なることが示唆される。更に同一地域にあっても，植生の種類や遷移段階によって，天然

生林と造林地によって，食物の種類は変ることが予想される。

　本州北端から九州までの，多様な条件の下で生活するニホンカモシカの食性の全容を明ら

かにするためには，今後も多くの努力が払われねばならないだろう。

　著者らは木曾駒ケ岳東斜面（将棊頭山伊那側）低山帯上部の天然生林における，採食痕の
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調査にもとづき，ニホンカモシカの食性の周年的変化を，ある程度明らかにすることができ

た。しかし，調査は食植物の種類を明らかにするだけの定性的内容にとどまった。今後は更

に，食性の定量的研究，天然生林と造林地における差異，低山帯上部と亜高山帯における差

異の解明などに進みたいと考えている。

　本文に入るに先立ち，終始暖かい御配慮を賜った本学草地学教室登内徳一郎教授，関川竪

助教授に深く感謝する。また御教示，御援助を与えられた本学森本尚武，氏原暉男，俣野敏

子，馬場多久男各学兄ならびに御協力いただいた本学医学部宮田康夫氏，本学理学部学生左

山幹雄（現東北大学理学部大学院），子安和弘，本学学生志田義治（現九州大学農学部動物

学教室），松本厚子，植松康，八神徳彦の諸潜に謝意を表する。なお，調査中種々便宜を計

られた農学部附属演習林ならびに本学砂防工学研究室の方々に厚く御礼申し上げる次第であ

る。

耳　調査地域と調査方法

　調査地全域の概要

　調査地域は，『木曾駒ケ岳の哺乳動物に関する研究』第lf報および第皿報で述べたホンド

テンの糞の採集が行なわれた木曾駒ケ岳東斜面（将棊頭山伊那側）低山帯上部の同一地域で

ある。はじめに調査地全域にわたる概要をのべておきたい。

　木曾山脈の主峰，木曾駒ケ岳（海抜2，956m）の東斜面（将三頭山伊那側），小黒川の流域

伊那市小黒日向地籍に設けられた信州大学農学部附属西乱民習林およびその隣接部を調査地

とした（第1図）。

　西駒演習林は面積約250haを有し，爾は将棊頭三角点（海抜2，736　m）をふくむ権現ツルネ

で宮田国有林に，西はムナツキ八丁の尾根で奈良井国有林に接する。東と北は伊那甫伊那財

産区有林になる。

　小黒川は伊那小屋（西駒山荘）の直下，天街水に発し，マナイタグラ沢，オオセリ沢，ツ

バメ沢をあつめ，内の萱部落（海抜900～950m）をすぎ，鼠平を経て伊那盆地に現われる天

竜川の一支流である。

　山腹の傾斜はときに50度に及び，きわめて急峻である。この地域は，明治以来概ね20年毎

に利嗣択伐を受け，大正！5年頃まで続けられた。丸太の搬出は木馬一丁修羅であったらし

く，突落しのあとが三二化した場合も見受けられる（大倉，1957）。伐採は灘抜2，300撫附近

にまで及んだ。その後，昭和27年から5ケ年にわたって更に16年生以上の立木が伐採された

という。したがって現在は，胸高直径10～15cm程度の若齢木が多く，林相が多様な天然生

林になっている。樹種はシラカバ，ミズナラ，カツラ，コメツガなどきわめて多様である

（大倉，1957参照）。

　西駒演習林に隣接する伊那財産区有林は，水源瀬養保安林に指定されている場所も多いが，

大面積皆伐が行なわれており，大部分がカラマツ幼若齢ならび壮齢植林地で，一部ヒノキ・

アカマツ植林地になっており，山腹の崩壊も著しく，またカラマツの生育のうまくいってい

ない場所もある。カラマツ植林地は海抜1，950m辺りの稜線にまで及んでいる。

　集落は小黒川に沿って海抜950mまで存在し（内の萱），水田の上限は海抜970m，畑地の
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第1図調査地域の林相の概況
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上限は海抜990mである。なお海抜1，230m地点（桂小場）に信少卜1大学農学部演習林宿舎お

よび試験地があり，海抜1，300斑地点に長野県上伊那農業高等学校の演習林宿舎が設けら

れている。

　調査方法と各調査地の概況

　ニホンカモシカ（Cα加oo禰∫07ゴs加s）の食性を調査する方法はいくつか考えられるが，こ

こでは，ニホンカモシカによる新しい食痕の残されている植物を採集して，その種名を嗣定

し，食植物のジストを作る方法を採った。また採二二の数も記録し，採食頻度からニホンカ

モシカの嗜好性を考えてみた。

　ニホンカモシカは上顎切歯を欠いているため，採食痕はひきむしったような形になり，鋭

く噛み切られているノウサギ（五θ餌s伽。勿％7％∫）の三食痕と区別できる。また本調査地域

には，ホンシュウジカ（C670％s吻力。π）の三三をみないので，これによる採食痕が混入する

危惧はない。ニホンカモシカとホンシュウジカが二二する地域では，両者の採三二を区別す

ることが難しく，この調査方法は有効でない。

　ニホンカモシカによる二食痕の採集は，ツバメ沢の谷沿い，オオセリ沢の谷沿い，上伊那

農業高等学校（上農）演習林の北斜面，およびマナイタグラ沢合流点より下流約500mの範

囲の小黒川の谷沿いを中心に行なった。海抜高度では，1，200～1，600mの範囲に含まれる。

以下各調査地について，その地形・三生などの概況をのべる。

1）　ツバメ沢下二部：

　ツバメ沢はほぼ北に流下して小黒川に注ぐ。小黒川の合流点（海抜1，180m）より布引滝

の手前（海抜約1，350m）までの渓岸部で採集を行なった。

　調査域は約600mであるが，河床勾配はきわめて強い（約1／3，第2図A，　B）。したがっ

て降雨の度に急激に増水し，浸愈虫は著しく，基岩の露出している箇所も多い。両岸の地形も

急峻で，しかも伐採が行なわれたため，崩壊地が散在している（第1図）。

　この調査地域一帯にみられる自然植生はコメツガ，イワヤマツツジ（トウゴクミツバツツ

ジ），リョウブなどで，岩にへばりつくように残されているにすぎず，ツバメ沢集水域～帯

にはカラマツ植林地が多い。

　回心堆積物の上には，ニワトコ，ノリウツギ，ハナイカダ，ヤナギ類などの小灌木やアカ

ソ，イタドリ，ウド，ヨモギなどの草本類が繁茂している。

2）　オォセリ沢下三部：

　オオセリ沢はほぼ爾に流下し，ツバメ沢合流点より約200m上流で小黒川に注ぐ。合流点

（海抜約1，220m）より沢の上流へ300mほどの範囲を調査したにすぎないが，この区域での

河床勾配はツバメ沢に近似している（約1／4，第2図C）。合流点より約300m上流で，発電

用取水を行なっている（海抜約1，290m）ため，この間の流量は少ない。

　渓岸の伐採跡地にはコメツガ，ヒノキ，ノリウツギ，ヤナギ類などの低木林が再生し，林

床にはシナノザサが多い。この両岸斜面は，上部までカラマツ人工林が広がっている。

3）」二丁演習林北斜面（海抜約1，350m～約1，560m）：

　上農演習林の小黒川に面した北斜面の勾配は，ツバメ沢両岸斜面と同様に急峻で，ところ

によって傾斜は40度を越え，基岩の露餓した箇所もある。谷すじは土壌が浅く，高木屠，林
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　　　　第2図調査地域
A．ツバメ訳右岸下部の集水域
D．上農演習林北斜面
E．小黒川上流の氾濫域

の景観（4月中旬）
　　B：合流点より見たツバメ沢
　　C．合流点付近のオオセリ沢

床植生ともに貧弱である。

　斜面上部はカラマツの人工成木林となっており，下綿はズォバァサガラ，サワグルミ，ト

チノキ，イタヤカエデ，コメツガ，サワラ，ヒノキなどを含む二次林となっている。調査は

これらの斜面で行なわれた（第2図D）。
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　林床にはハナイカダ，タマアジサイ，ヤマアジサイ，ノリウツギなどの小灌木が疎生し，

下部林縁にヨツバヒヨドリパナ，クガイソウ，イタドリなどの草本類がみられた。

4）　マナイタグラ沢合流点下部の小黒川渓谷：

　マナイタグラ沢の合流点（海抜約！，590m）より下流約500m（海抜約1，490m）の範囲で

ある。この区域での河床勾配はツバメ沢やオオセリ沢に較べ，やや緩やかで（約！／5），渓岸

は石礫の堆積した河原状の氾濫域（幅約50m）となっている。その砂上にはニホンカモシカ

の足跡が多くみられる。両岸の山腹は約40度目60度の平平をなしている。

　小黒川本流の谷沿いの斜面はハンノキ，カエデ類，ダケカンバ，サワグルミなどから成る

二次林で，林床にはオオカメノキ，ニワトコ，ノリウツギ，カエデ類，クマイチゴ，サルナ

シなどの小灌木が多い。林縁部にはジャコウソウ，イタドリ，イラクサ，ヨモギ，ウドなど

の草本類がよく繁茂し，一部シナノザサの密生する場所もある（第2図E）。

　これら調査地域の気象資料に関しては，本研究第覆報（鈴木・宮尾ほか，1977）！61～！62

頁ならびに！74～！75頁を参照されたい。

　本調査の期間は，1975年5月より1977年1月までである。毎月1回入山して，採食痕の採

集を実施した。採集の記録は2年分を一括し，月別に整理して考察の対象とした。ただし3

月および4月については，得られた資料が少ないため本報では省いてある。したがって，5

月から2月までの資料にもとづいて以下の考察をすすめるが，この地域におけるニホンヵモ

シヵの食性の周年的変化を，ほぼ明らかにできたと考えている。

　なお，採食痕の頻度と具体的な植生との対応関係についても，鴨る程度の資料を得ている

が，それらについては後報にゆずる。

班　結果および論議

　1　採野洲のみられた植物

　ニホンカモシカによる採食酢が認められた植物は，総計58科189種に達した。そのうち草

本類は27科94種，木本類は広葉樹29科85種，針葉樹2科7種，ササ類が1科3種であった。

植物名は原剛として，牧野ヨ本植物図鑑第30版によった。

　ニホンカモシカの採食痕をみると，華本でも木本の枝先でも，その先端を数cmからせい

ぜい！0cm程度をひきちぎって食べていることがわかり（第3図），ニホンヵモシヵはgrazing

herbivoreではなく，browslng　herbivoreまたはsnip　feederであるといえる。

　採食痕のみられた植物を月別に示すと，第1表～第4表の如くになる。

　これを草本類，木本類広葉樹，木本類針葉樹およびササ類に大別し，月別に集計すると第

5表の如くである。

　5月：

　48種の植物に耐食痕がみられたが，そのうち草本類が！6種，広葉樹が30種で，広葉樹が多

い。針葉樹ではコメツガとサワラに新しい採食下がみられたに過ぎない。

　草本ではイタドリ，クサボタン，ヤグルマソウ，ウド，フキ，カンスゲに食痕が多かっ

た。フキはいわゆる「フキノトウ」（花茎）である。

　広葉樹ではクロモジ，ヤマアジサイ，タマアジサイ，ノリウツギ，ヤマブキ，ハナイカダ
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の枝先に食痕が多い。

　5月には広葉樹では，ニワ1・コ，オ

オカメノキ，ハナイカダ，クロモジ，

タラノキ，リョウブなどがわずかに鰍

葉が芽吹きはじめ，ヤマザクラ類，ト

ウゴクミツバツツジ，クロモジ，オオ

カメノキ，ヤマブキなどに花がみられ

た。

　また豊本類ではツバメオモト，シロ

バナエンレイソウ，ニリンソウ，ハシ

リドコロ，タツナミソウ，ミツバツチ

グリ，チゴユリ，タチカメバソウ，タ

リンユキフデ，フデリンドウなどに花

がみられ，魚島が展如しはじめてい

た。

　6月：

　92種の偏物に糸幅痕がみらオ駕，種類

数は5月の約2倍に増加し，きわめて

多様な植物を摂食している。そのうち

草本が44種，広葉樹が47種で，ほぼ同

数である。針葉樹は全く食べられてい

ない。ササ類が1種（シナノザサ）が

出現しているが，これはササの葉でな

く，疑い笹i筍（ササノコ）を食してい

たものである。

　6月上旬には広葉樹の殆どが新葉を展開し，新葉が枝先とともに摂食される。

　草本類としてはイタボリ，クサボタン，ウド，アカソ，アマニユウ，ヨモギ，ヨブスマソ

ウ，ノハラアザミ，ユキザサなどに採食繋が多い。これらのうち，クサボタンとアカソを除

く懸物は，地元の人々が山菜として利用するものである。

　草本のうち，ヤマトリカブト（aconit圭ne，　nlesaconitineを含む，久田・長沢，！973），ハシ

リドコロ（hyoscyamllle，　scopolamineなどを含む，久田・長沢，1973；メL山，！974），ヤマオ

ダマキ（Blausaureを含む，高瀬，1941）など，一般に有毒とされている植物にも採漣痕が

みられることは注目される。ヤマオダマキとハシリドコロは，この月にわずかに採食痕がみ

られただけで，以後の月には出現していない。しかし，ヤマトリカブトは以後！1月まで毎

月，わずかつつではあるが採食痕がみられた。長野県下伊那郡大鹿村のホンシュウジカも7

・8月にわずかではあるがヤマオダマキの花，ヤマトリカブトの葉を食べているという（古

オ木4まカ、，　1975）o

　広葉樹では5月目同じくヤマアジサイ，タマアジサイ，ノリウツギ，ハナイカダ，ニワ1・

コ，オオカメノキなどの暗妊性が高いようである。



第1表ニホンカモシカの採食：植物 草本
（＊は当該月に食痕がみられたことを示す）

科 名

Osmurdaceae
　　　　　　　　（ゼンマイ科）

Po至ypodiaceae
　　　　　　　　（ウラボシ科）

Cyperaceae
　　　　　（カヤツリグサ科）

Gramineae（ホモノ科）

種 名

1　0s彫観♂σノσρo癬。σ（ゼンマイ）

May

2
3
婆

Z）7ツ0が67飴07σ∬〃砺ZO溺α（オシダ）

∫彦θア∫d海〃Zα（1z嘉♂腕％〃3　（ワラビ）

不明種

5　Cμチで露ノ随）ア70躍露　（カンスゲ）

6超3c翻傭s枷慰3（ススキ）

Liliaceae（ユリ科）

17
i8
ig
iエo

lll
l
112

i13

i14

i15
…

鞠7薦7％鯵3S如錫廊弼θ352アZ　（コ／ミイケイソウ）

71〆記ツsガ316話麺が脇　（タマガワホト　トギス）

Eb3如1嗣0〃b1露（ミズギボウシ）

∫多7冨1α捻％ごZブσカ0％記α　（ユキザサ）

PoZ夕8り％曜κ辮0が（漉2認8　（アマドコロ）

α蜘加勿β鋸θη3お（ツバメオモト）

Pσガ3詑か＠勿Z1α（ツクバネソウ）

7「7∫11珈卿鴛。々。ησ3纏（ミヤマエンレイソウ）

コ［〆〃ゴz甜παρθ如10移（エンレイソウ）

Moraceae（クワ科・）

Urtlcaceae（イラクサ科）

Polygo駆aceae（タデ科）

Caryophyllaceae
　　　　　　　　（ナデシコ科）

16　翫彫纏‘s五2ψ鰯鰐（カラハナソウ）

7
8
9

1
1
1

こ”原6σ　丁乃％舶θプ8ゴσ按Z　（イラクサ）

E1σ’03’θ鐸z〃z鐸ゴ％z20Jz60プσ’％”¢　（ミズナ）

β08ん魏6γ」α　’プげ0涯S／ガ3　（アカソ）

20　Po！夕goπz蜘z勧夕ηo麗∫7’σ（イタドリ）

21　！汐。伽ね8アσo〃初脇（センジュガンピ）

22　遼。如θαsρお¢如（ルイヨウシヨウマ）

23　C勿z∫c癖8冨5勿ψ16κ（サラシナショウマ）
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Ranunculaceae
　　　（キツネノボタン科）

Berberidaceae
　　　　　（ヘビノボラズ科）

Cruciferae
　　　　　（ジュウジバナ科）

Saxifragaceae
　　　　　　　（ユキノシタ科）

Rosaceae（イバラ科）

Balsaminaceae
　　　　　　　（ホウセンカ科）

Oenotheraceae
　　　　　　　　（アカバナ科）

Araliaceae（ウコギ科）

Umbelliferae
　　　　　（カラカサハナ科）

4
「
D
6
7
8
Q
V
O

2
9
臼
2
9
自
2
2
3

ノ1gz診zθ87‘σBκθプ827∫己z％ごτ　（ヤマオダマキ）

君00痂薦〃り吻0海Cκ駕（ヤマトリカブト）

7ソ落餌0’7κ溺あのθガ抽’κ〃Z（ミヤマカラマッ）

7ン¢κ勿θ∫彪ガσ0αアoZ初θπ3お（モミジカラマツ）

ぬ鱗ηc厩％3αoガε（ウマノアシガタ）

C1θ彫¢∫∫3s如鰐（クサボタン）

C18溺観3σが吻廊（ボタンズル）

31　Z）ψ勿1」θ忽の魏osσ（サンカヨウ）

32　Z）8π忽ガαゆρ8％認。麗1σ如（ヒロバコンロンソウ）

3
4
「
D
6

3
0
σ
3
3

遵5観庭040％砂妙”4（トリアシシヨウマ）

∠4ε観δθ癬C7（ψ勿Z1σ（チダケサシ）

1面δ8窃rε忽ρ0401洗夕Z1α　（ヤグルマソウ）

T∫σγ6」1σρo砂ρ勿”σ（ズタ“ヤクシュ）

7
」
8
9

3
3
3

躍♂ゆ伽4厩α働泌SO加’∫cσ（オニシモツケ）

躍Zψ躍dz6Zσ〃3％Zがブ鋸9σ　（シモツケソウ）

ゑgガ甥0鋭αE妙認0γ露（キンミズヒキ）

40　1加ρσ距醜s兜扉が一如π8御r6（キツリフネ）

411勿ρ麗飽κ3Tθ蝉。ガ（ツジフネソウ）

9
儲
3
4

4
4
4

の証。麗％彿の2幽ε’脈）房Z6斧¢　（ヤナギラン）

βカπの勿燐αψ加Zo3ガ9溺σ（イワアカバナ）

βρげ10う露吻ρツ77ガ0加ZOρぬ％辮（アカバナ）

45　君7σ距σco74σ如（ウド）
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．
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Q
）
0

4
4
丞
＾
4
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0

7’0γ漉S／1π酌γ～30π3（ヤブジラミ）

オπ9擁0α召4％1齢（アマニユウ）

みπ即Z宛σ汐。砂oJσ4σ（シシウド）

肋88漉σ雌膨磁心（ヤマゼリ）
ノ1％望Z記σ滑3Z4ガS66∫σ　（ミヤマゼ’ンゴ）
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Asclepiadaceae
　　　　　　　　（ガガイモ科）

Borraginaceae
　　　　　　　　（ムラサキ科）

Labiatae
　　　　　（クチビルバナ科）

Solanaceae（ナス科）

Scrophulariaceae
　　　　　（コマノバグサ科）

Caprifoliaceae
　　　　　　　（スイカズラ科）

Valerianaceae
　　　　　　　（オミナエシ科）

Campanulaceae
　　　　　　　　（キキ ョウ科）

51　正陀7σo陀％卿1観σ献血（ノ・ナウド）

52　Cッκπηo肋彫。α㍑4σ如辮（イケマ）

53　Cッ％0810∬％吻ノ擁ア。σ彦z卿¢（オオルリソウ）

4
戸
◎
6
7

『
Q
r
D
「
D
『
0

ル惣6加海σ％漉0肋1忽（ラショウモンカズラ）

C勿Z躍砂s蛤勉os爾曜σ（ジヤコウソウ）

P1θ砿7α漉肋3ノψ0窺伽S（ヒキオコシ）

P1θ0∫7απ挽π3勿〃θκκS（ヤマハツカ）

58　SoρρoZ彪ノαρo勿。σ（ノ・シリドコロ）

Q
ゾ
0
！

門
Q
6
ρ
0

M珈認粥S6εSπげb伽ε（サワホウズキ）

．乙の如陀ゴγα5の髭飴σ　（クガイソウ）

P認∫0認α7ゴs78sκρ襯認σ（シオガマギク）

62　Sα脳髄伽sc勿％伽3∫s（ソクズ）

63　P認万短8ρα伽漉σ（バクサンオミナエシ）

64　P認7初珈加1♂03σ（オ1・コエシ）

5
ρ
0
7
∩
6

ρ
O
n
b
ハ
b
（
b

Cσ溺力ση認αρ襯0如如〃αア．ん0％40θη5お（ヤマホタルブクロ）

∠446％0ρ々07σ7θ鷹0’鋸07σ（ソバナ）

・4ゴθ％oρ加7αげ7画面」1α（ツリガネソウ）

E砂認07晶出Sα0肋1加伽Sθ（ヨッバヒヨドリバナ）

i69
1
170

71

72

73

74

75

76

177

E出田07脇泌ブψo海伽彫（ヒヨドリバナ）

εoZ彪σ80　Vか8駈紹76σ（アキノキリンソウ）

∠43’87α盈卿（ゴマナ）

みS’θアα8群β醜463（ヤマシロギク）

E72彩70ππ朋π欝（ヒメジョオン）

君％ゆんα房s卿σr8α〆露αoθσ　（ヤマホウコ）

44伽00σ曜0児α盈磁76SCθ窩（ノブキ）

ノ〈レ’【3η蕗SたZが麗Zgσプノ3　（ヨモギ）

Pθ如3蕗θ3フ吻）0海0％3（フキ）
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Compositae（キク科）

8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

7
7
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9

Cσo認昭加s∫認α（ヨブスマソウ）

Cαoα1忽∂認薩ルアσ（タマブキ）

CαcαZ忽ρ認解σ如（タイミンガサモドキ）

CσoσZ毎σ4伽os砂Zo躍θε（カニコウモリ）

Coo疏αル癩7σ⑳1∫σ（コウモリソウ）

艶π認。加伽伽ε（ハンゴ’ンソウ）

s6％⑳o彫勉。ア6嘘3（キオン）

五初9認πガαブ砂0海0σ（マルバダケブキ）

ム勿g¢4Zσ7脇3∫6搾OC¢ρ乃σ1α（メタカラコウ）

ゐ初鷹4伽プ如5ゴδ読Cσ（オタカラコウ）

α73如溺毎ρρ0窺傭彫（ヒメアザミ）

αプε如翅丁伽盈σθ（ノハラアザミ）

Sακ35κ紹σ8アσ認ゴS（ホクチアザミ）

Sσκ3ε膨θαM酒乱。嬬c9ガ’（ミヤコアザミ）

Sσ冤33Z躍θαTσ蒐侶々αθ（トウヒレン）

S夕山7κερκπ8朋s（オヤマボクチ）

4初31露詔α0θガ〆∂Z彪（モミジバグマ）
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第2表　ニホンカモシカの採食：植物 木本・広葉樹
　　　　　　　　（＊は当該月に食：痕がみられたことを示す）

科 名

Salicaceae
　　　　　　（ヤナギ科）

∫uglandaceae
　　　　　　（クノレミ科・）

種 名

1
2
り
0

Sα」㍑3αo肋伽郷お（オノエヤナギ）

εσZ㍑β盈ん。（ヤマネコヤナギ）

SαZ㍑勿詑97σ（イヌコリヤナギ）

4　．醗群ooα7ツα漉。げb1ゴα（サワグルミ）

β
0
6
7

Cαゆ融螂。σゆ初。認93（クマシデ）

CO7ッ伽3　S毎う。飼如κα（ツノハシバミ）

βθ観σ8ンリεεσ（ミズメ）
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Betulaceae
　　　　　（カバノキ科）

Fagaceae　（ブナ群D

Trochodendraceae
　　　（ヤマダルマ科）

Cercidiphy1三aceae
　　　　　　（カツラ科）

Lardizabalaceae
　　　　　　（アケビ科）

Rutaceae（ミカン科）

Lauraceae
　　　　　（クスノキ科）

Saxifragaceae
　　　（ユキノシタ科）

Hamalnelidaceae
　　　　　（マンサク科）

Rosaceae（イ／ミラ科・）

∩
6
9
（
U
1

　
　
1
1

βθ’厩αハ4鷹珈。瞬oz忽％σ（ウダイカンバ）

Bθ劾1σEγ甥α勉（ダケカンバ）

βθ∫認σTσκ30砺ゴ（シラカンバ）

み伽％3万7溺αηαプ，勿7観1α（ミヤマヤシャブシ）

！2　　Cσsたz四θ〔zヵzめ歪πθ〆zノゴε　（ク　リ）

13　Q昭γ膨so7おρκ1α（ミズナラ）

14　乃’oo乃046κ4〆。κ砕σ1のゴ4麗（ヤマダルマ）

15E毎）観θσヵ。砂偬4紹（フサザクラ）

16　Cθ70曜ψ乃ッ1伽彫心σ8％加6％溺　（ヒロバカツラ）

17　ノ矯6δ忽≠7⑳距認8（ミツバアケビ）

18　S懸想癬αブ＠）o勉6α塀7．γθヵθs（ツルシキミ）

19　βεηgo漉。う伽3蜘伽彫（ウコンバナ）

20β鋭zo勿彿溺δθ」1認紛アz（クμモジ）

1
2
3
4
5
6
7
8

2
2
2
2
2
2
2
2

P乃ゴ♂α481メ）々κs3ごτ∫∫麗多錫ピ　（ノくイカウツギ）

」【）6z嘉幻σoプθπσ∫σ　（ウツギ）

1む4プα鋸8彼Zρσ％」α4Zα’ζZ　（ノ　ジウツギ）

遅y47σπ8召αα硲ρ’4α如　（ターマアジ→声イ）

恥4プ㈱望σゐ魏α（コアジサイ）

双y47σπ8即戦σ6πψ妙Z1β（ヤマアジサイ）

So乃震。カぬ7α8フπ¢乃夕4πτ㌶8セ。’6θs　（イワガラミ）

RめθS．加3闇闇¢魏彫（ヤフ“サンザシ）

29　砺溺砺z躍3ブσρo勉脇（マンサク）

30　3ρかσθαブ妙。窺。σ（シモツケ）

31　躍σZ欝Toグ勿80（ズミ）

32　So7伽s　oo吻擁冠α（ナナカマド）

33κθ77宛ゴ¢ρo勿膨（ヤマブキ）

34回目3ん勿σ3砺ゴ（クPイチゴ）
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Anacardiaceae
　　　　　（ハゼノキ科）

Aquifoliaceae
　　　　　（モチノキ科）

Celastraceae
　　　　　（ニシキギ科）

Aceraceae
　　　　　　　（カエデ科）

HipPocastanaceae
　　　　　（i・チノキ科）

Vitaceae（ブドウ科）

Tiliaceae
　　　　　（シナノキ科）

Actinidiaceae

5
6
7
Q
u
G
）

3
3
9
U
Q
J
つ
り

R幼目ρ加翻coZσs’欝（エビガライチゴ）

R⑳κs溺。ア吻至仁（クマイチゴ）

1～～のκsρσZ彫α♂邸S　（キイチゴ）

1～03α齢3認歪げ707α（ノイバラ）

P7貌Z43（》αyαησ（ウワミズザクラ）

40　1袖鰐ブ副σ海。魔（ヌルデ）

4！　五障銘3オ7記乃ooσプρα（ヤ馴マゥノレシ）

42　　1Z召κρθ4z拶20z403σ　（ソ　ヨコ“）

43　1Zθκ甥σ070ρoゴσ（アオハダ）
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帆風y彫心解θ」ακ伽酌α（サワダツ）
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Bκ0ηッ解激騰α繭（ニシキ・ギ）
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（サルナシ科）

Araliaceae
　　　　　　　（ウコギ科・）

CQrnaceae
　　　　　　（ミズキ科）

62　君。ガπ∫4如α78㍑麺（サノレナシ）

63　／10αη酌oρσπσκso㍑ゴoρ勿」1加4θ3（コシアブラ）

64　／17σ1忽θ1α如（タラノキ）

65　旋伽碗g海ブ4ρo勿。σ（ノ・ナイカダ）

C正ethraceae
　　　　（リョウブ科・）

Er1caceae
　　　　　　（ツツジ科）

Styracaceae
　　　　（エゴノキ科）

0互eaceae
　　　　（ヒイ ラギ科）

66　C♂θ飾7βδαアδ初97加s（リョウブ）

7
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7

7’7厚》認β陀ガαρα宛ゴσ％」α’σ（ホツツジ）

Rん040ゴ6π〃0η0舵κ5％窺（ヤマツツジ）

R加404伽47伽肋ゴα八一（i・ウゴクミツバツツジ）

Rん0404θ忽〆0％Sθ溺必α7∂σ凹凹（パイカツツジ）

E甥んゴ6τ％斗酒％ε6σ搦ρβ％財」α掬63　（サラ→♪ドウダン）

Pゴ67ガ36z1ゴ1漉。σ（ネジキ）

V々CC初勧解ブ¢ρ0窺伽3（アクシバ）

V捻0闇闇24ηZ～短ア面吻¢　（スノキ）

75　．醗8ア03砂胆κ勉εが磁s（オオバアサガラ）

76　1ケσ短郷‘sS紹か01漉σπσ（i・ネリコ）

77　ムゴgz硲〃彿刃¢Ts6海。πo∫彦ガ（ミヤマイボタ）

＊

＊

Loganiaceae
　　　（フジウツギ科）

Verbe鍛aceae
　　　（クマツヅラ科・）

Caprifoliaceae
　　　（スイカズラ科）

＊

＊

78β露4認の弦碗5忽癬3（フジウツギ）

79　Cσ晶晶プρα勉ρo耽α（ムラサキシキブ）
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V必％7％κ瑠ゴゴ1α如如彫　（ガマズミ）

Lo痂。θプσ丑4bo房42％屠σ刃σ（ニッコウヒョウタンボク）
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第3表　ニホンカモシカの採食植物 木本・釘葉樹
　　　　　（＊は当該月に食痕がみられたことを示す）

科 名

Pinaceae（マツ科）

Cupressaceae
　　　　（ヒノキ科）

種 名

1　Pゴ08σノ8go％お（トウヒ）

2　7「3鋸8冨6勿θ駕〃初毎（コメツガ）

3／1麗6sん。勉oJのな（ウラジロモミ）

4　P勿κsdθπε岨07α（アカマツ）

5　T々鰐＠8’伽漉s砺ゴ（クPべ）

6　C加溺磁。妙α〆なが3麹薄（サワラ）

7　C加溺磁のψαγ齢。う忽εσ（ヒノキ）

May

＊

＊

∫un． Jul． Aug
・・p・i・…

Nov． Dec．

＊
＊
＊

Jan．

＊
＊
梼

＊
＊
＊

Feb．

＊

＊
＊
＊

備 考

第4表　ニホンカモシカの採食植物　ササ類
（＊は当該月に食痕がみられたことを示す）

科 名

Gramineae
　　　　（ホモノ科）

1 種 名

目
ワ
μ
3

PJ面。∂1粥伽3θσ7∫68腐如ε（ネザサ）

3σ詔⑫．（シナノザサ）

Ps紹ゴosσ3σ餌ゆ蹴α306πs（スズタケ）

M・y｝・un，

＊

・・1・i・・g・

｛
・
…

Oct．　Nov。
Dec．i…．

＊

＊

Feb．

＊
＊

擁 考

6月の食痕は笈簸にみ
られたもの

．
瞬
繭
。
圏
発
。
六
五
…
亀
嵩
藥
凶
日
・
繭
O
雪
騨
薄
さ
容

曾
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　第5表ニホンカモシカ食植物の種類数

草本類

　（％）

木禾類
広葉樹
　（％）

木本類
針葉樹
　（傷）

ササ類

　（％）

総計

5月6月7月8月9月10月1！月12月1月2月
　16　　　　　44　　　　　60　　　　　47　　　　　45　　　　　26　　　　　22　　　　　11　　　　　　6　　　　　　4

36．3　　 47．8　　 56．6　　 57．3　　 57．0　　 56．5　　 51．2　　 19。3　　　9．5　　　5．6

30　　　　　47　　　　　46　　　　　35　　　　　3婆　　　　　20　　　　　21　　　　　42　　　　　48　　　　　59

62．5　　　51．1　　　43．4　　　42．7　　　43．0　　　43．5　　　48量8　　　73．7　　　76．2　　　83．1

2
2

　
4

0 G 0 0 0 0　　3　　6　　6
　　5．3　　　　9。5　　　　8．5

0　　1
　　L1

0 ◎ 0 0 0　　 1　　3　　2
　　L8　　　4．8　　　2．8

48　　　　　92　　　　　106　　　　　82　　　　　79　　　　　46　　　　　43　　　　　57　　　　　63　　　　　71

第6表　二食痕の多くみられる上紘5麺の植物名とその出現頻度

調査地

ツバメ沢

小黒川上流

」二農演習林

オオセリ沢

順

位

－
鴫
2
3
4
51
2
3
4
5
1
2
3
4
亀
51
2
3
4
5

7 月

　　　　頻度和　名　　　　（弩）

9 月　11

和　名

ミ　ズ　ナ25．2

ア　カ　ソ19．1

イタドリ10．7
クガイソウ7．6

キツリフネ6．9

月

頻度
　　和（％）一

イタドリ22，6
テイショゥソゥ12．9

ミヤマゼンゴ12．9

ヤマホタルブクβ　9．7

クマイチゴ9．7

ハナウF15．7
ニワトコ14．淫
ヨブスマソウ13，3

モミジバグマ12．0

ノハラアザミ　8．4

ア　カ　ソ27．6
ジャコウソウ21，9

クマイチゴ16．7

ハナウド8．3
イラクサ4．7

　　頻度名
　　（％）

イタドリ8．7
ヤマアジサイ　8．2

ハナイカダ6，7

ノジウツギ6．5

ウ　ツ　ギ5．5

ア　カ　ソ48．7

ニワトコ9．4
「7　マ　　ービ　　リ　　7．2

フ　　　キ3．8

ノリウツギ3．8

9
2
1
8
Q
）

2
Q
》
6
3
2

6

ゲ
キ
ギ
バ
ギ

　
　
ツ
凹

ス
　
　
ウ
ほ
モ

ン
　
　
ミ

　
　
リ
／

　
　
　
ツ

カ
フ
ノ
ヨ
ナ
ヨ

ミズナ35．4ハナイカダ40，9
；ツバヒヨド’！ミ22．2クガイソウ13．6

ヤマアジサイ11．1ヨ　モ　ギ13．6

オガラバナ6ユ
シーモツケ　5護

ヨツノ《ヒヨドリ！ミ

　　　　　9．1ナ

エビガライチゴ　9．1

窃ウヒヨウタソ25．9

フ　　　キ25．9

ノリウツギ17．2

エビガライチゴ10．3

ヨツバヒヨドジパ6。9
ナ

1 月

和名懲

ニワトコ40．7
サ　ワ　ラ35．2
オオカメノキ　7．7

イタドリ　6．6

ノリウソギ3。3

コメツガ15。2
シナノザサ12．6

ヒ　ノ　キ9．1

マ　ユ　ミ　8．2
脇ウヒヨウタ6．3

人間に対しては強い皮膚炎をおこすヤマウルシ（Urushio1を含む，久矯・長沢，1973）の葉

も摂i食されていた。7．月，8月，12月～2月にも採食痕が認められている。
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　7月＝

　106種目植物に採食痕がみられ，年間を通じて，種類数は最も多い。そのうち草本は60種

広葉樹は46種で，草本の方がやや多い。針葉樹が全く食べられていないのは6月と同じであ

る。

　採食痕の本数を記録して，ニホンカモシカの摂食：頻度をみると第6表の如くである。木町

の多いもの上位5種と，その｝：1二1現頻度（％）をまとめたものである。

　第6表にみる如く，多く摂食される植物は調査地点1こよって異なるが，草本ではイタドリ，

ミズナ，アカソ，テイシ甜ウソウ，ミヤマゼンゴなどが好まれるようである。イタドリおよ

びミズナは，この地方の人々によって山菜としてよく利糊されるものである。北アルプス高

瀬川渓谷における6月下旬の調査でもオオイタドリ，ウドは選択的に多食されているという

（千葉・山口，1975）。

　広葉樹ではヤマアジサイ，ハナイカダ，ノリウツギなどが好まれている。ハナイカダの鰍

葉は，やはり土地の人々に山菜として好まれている。種類数の上では草本がやや多いが，採

食痕の数でみてもいずれの地点でも草本が上位を占め，特に渓岸でその傾向が強い。二二で

は日光がよくあたり，水も豊かであるから，草本がよく繁茂することの反映であろう。上位

3種の草本で，ほぼ全二食痕数の50％を占め，特に好んで食べる植物は比較的限られている

とみてよい。

　上農演習林北町碕の林床では，草本類が乏しくヤマアジサイ，ハナイカダ，ノリウツギな

ど広葉樹の小灌木の葉が食べられており，第！位から第5位までの種の出現頻度に大差な

く，しかもいずれも低率を示し，多種類の植物を少しずつ食べている傾向がみられる。

　8月：

　82種の植物に食痕がみられた。7帰よりやや少ない。二本47種目広葉樹35種で，草本が広

葉樹を上まわっている点は7月と同じである。針葉樹およびササ類には7月と同じく食痕を

みなかった。

　草本類ではミズナ，アカソ，イタドリ，ウド，ヨモギ，シシウド，ノハラアザミ，モミジ

バグマなどが多食されている。

　広葉樹ではシラカバ，ダケカンバ，ジ。ウブ，ノジウツギ，クリなどの繭芽がよく伸びる

ので，これらを中心に鰍葉を食べていた。

　二食痕の出現頻度をオオセリ沢で調査した結果でぱ，第1位リョウブ（33％），箆2位タ

ラノキ（11％），第3位オシダ（！0％），第4位ミズナラ（8％），第5位ツリフネソウ（5％）

などとなる。

　盛夏に入り，草本類も広葉樹類の葉も次第に硬いものになるためと，この時期に繭芽がよ

く伸びることによるものであろう。切株などから叢生する広葉樹の爾芽が好まれる傾向にあ

る。

　9月：

　79種の植物に採食痕が認められ，8月とほぼ岡三である。そのうち45種が草本，34種が広

葉樹で，種類数の上ではやはり草本類が広葉樹類を上まわる。針葉樹ならびにササ類は前月

同様食べられていない。

　採食痕の数の調査では第6表に示す如く，ツバメ沢の渓岸ではハナウド，ニワトコ，ヨブ

蝕



64 信州大学農学部紀要　第15巻第1号（1978）

スマソウ，モミジバグマ，ノハラアザミが上位5種であるが，順位が下っても頻度はあまり

低下せず，特定の植物に集中することなく，多様な植物を摂食する傾向をみせている。草本

が多い。

　また，小黒川上流の渓岸ではアカソ，ジャコウソウ，クマイチゴ，ハナウド，イラクサが

上位5種に出現している。クマイチゴのようにトゲの多い灌木類もよく食べる。刺毛をもつ

イラクサも食べていた。刺毛中には微量のAmeisensaure，　Eisengsaure，　Butters知reおよび

窒素を含有しない刺戟性酸性物質を含有し（高瀬，1941），ヒ1・が刺毛に触れると疹痛・発泡

を生ずる。しかし，東北地方の山間部では若草を食用としている。

　一方，上農演習林の林床ではミズナ，ヨツバヒヨドリバナ，ヤマアジサイ，オガラバナ，

シモツケが上位5種に出現した。ミズナは林床に散在するにすぎないが，選択的に採食して

いるようであった。

　10月：

　46種の植物に採食偏がみられたが，6月～9月までに比較すると，種類数は半減した。草

本が26種，広葉樹が20種で草本が多く，この構成比は前月までとあまり変っていない。針葉

樹とササ類は，この月にも食べられていない。

　10月に入ると落葉広葉樹は紅黄葉が始まり，落葉も多くなる。落葉も拾って食べるようで

ある。草本類も霜に傷められ，枯死するものがあらわれてくる。こうした変化が，食植物の

種類数を制限する要因となっているようである。

　草本ではキク科の植物に中心が移る。9月までは稀にしか摂食されなかったフキの葉が，

この月に急に多食される。ゴマナ，ヨモギ，ヨツバヒヨドリバナなども多い。

　広葉樹ではあまり変化がなく，アジサイ類，ノリウツギ，ハナイカダ，リ。ウブ，カエデ

類などが多く食べられている。

　11月：

　採食詰のみられた植物は43種で，前月より更に滅ずる。草本が22種，広葉樹が21種で，こ

の構成比には変化がない。針葉樹およびササ類はこの月も食べていない。

　草本では，フキ，ヤマゼリ，アマニュウなど少数のものが緑葉を保っているが，大部分の

種は枯死する。広葉樹はほとんど落葉した。

　ツバメ沢の歯面では，アカソ，ニワトコ，ヤマゼリ，フキ，ノリウツギが上位5種を占め

た。緑葉がなかば残っていて現存量も多いアカソを集中的に摂食しており，これ！種でほぼ

50％になる。

　小黒川上流の渓岸では常緑草本のカンスゲに集中し，ほとんどこれだけが食べられてい

る。緑葉の残るフキが第2位となる。ヨモギ，ヨツバヒヨドリバナは枯れた茎を食べたもの

である。トゲの密生するエビガライチゴの枝も食べている。

　オオセリ沢の渓岸ではニッコウヒョウタンボクとフキが集中的に食べられている。ニッコ

ゥヒョウタンボクはオオセリ沢以外には分布していないようだ。この他にノリウツギおよび

エビガライチゴの枝先，ヨツバヒヨドリバナの枯茎で上位5種となる。

　上農演習林の林床ではハナイカダの枝先，爾芽がもっぱら食べられ，クガイソウ，ヨモギ，

ヨツバヒヨドリパナなどの枯茎が補助的に摂食されている。

　11月で特微的な現象は，第1位の植物の摂食頻度がきわめて高く，食植物の種類が単純化
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することであろう。好適な食物種が少なくなるために，特定の植物への集中が起ると考えら

れる。

　12月：

　採食痕のみられた植物は57種で，前月より増加した。草本11種に対して広葉樹は42種とな

り，広葉樹の占める比率がきわめて高い。これは前月まではみられなかったことである。

　針葉樹がはじめて食物表に登場するのも12月の著しい特色で，ササ（シナノザサ）の葉も，

はじめて食べられるようになる。

　草本ではカンスゲとオシダ以外はすべて枯れてしまう。それでもヨモギ，ノハラァザミな

どの劇1示した茎を食べるが，その盤はきわめて微々たるものとなる。

　草本に代って，越冬芽をつけた広葉樹の枝先が12月には食物の中心となる。アジサイ類，

ノリウツギ，ハナイカダはやはりよく食べられている。ツリバナ，マユミ，カエデ類，オオ

カメノキなどに．も採血痕が多い。

　針葉樹にはこの月に初めて採食人がみられた。コメツガ，ウラジロモミ，アカマツの3種

であるが頻度は高くない。ササも量的には少ない。

　落葉中に散乱しているミズナラの堅果を採食することもあるようである。この地域ではま

だ確認されていないが，長野県中央山地では曇1只中にミズナラ堅果の果皮が多量に見鴇されて

いる。またキブシの種子も検出されている（12月，高田靖司，未発表）。

　1月：

　本格的な積雪は1月に入ってからであった。草本類は雪の上にその先端を突胤させている

aモギの枯茎などを除けば，全く雪の下に埋まる。

　63種の植物に面食痕がみられた。種類数は12月とほぼ同じである。草本は6種のみが摂食

の対象となった。広葉樹は48種で，12月につづき食物の中核をなす。

　針葉樹は12月の3種から6種に増加し，摂食頻度も高まる。ササ類もシナノサザとネザサ，

スズタケが食べられており，特にシナノサザの頻度が高くなっている。

　小黒川上流の渓岸では，ニワトコの枝先が最も頻度高く摂i食されており，第2位はサワラ

である。この2種の合計が約76％を占めるから，ほとんどこの2種だけで食欲を充たしてい

る。

　南海セリ沢の訴権ではコメツガ，シナノザサ，ヒノキ，マユミ，ニッコゥヒョゥタンボク

が上位の5種であった。

　2月：

　積雪は更に深くなる。71種の植物に採食指がみられ，1月よりやや多い。

　草本は4種だけで，ヨモギ，ワラビ，ススキの血豆，常緑のカンスゲが摂食されていたに

すぎない。

　広葉樹は59種に採食：痕があり，ヤマブキ，マユミ，ツリバナ，オオカメノキ，ニワトコ，

ノリウツギ，カエデ類がよく食べられ，カモシカの口がとどく範囲には，ほとんど細枝が無

いほどに食べつくされている株もある。

　針葉樹は！月と同じく6種が摂食されているが，利用度は高まっている。カラマツは採食

痕がみられず，カモシカが緑葉を求める動物であることを示している。
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　2　食植物の周年的変化

　以上各月別にニホンカモシカの摂食植物をみてきた。次に，食植物変化の様相を周年的に

検討したい。

　第5表に明らかな如く，5月から11月までニホンカモシカの食植物の種類数は，草本類と

広葉樹がそれぞれほぼ半数ずつを占め，食物はこれら2植物群によって供給されている。し

かし，5月には針葉樹2種が冬期から引き続いてわずかに食べられていた。6月には笹筍が

食べられている。

　12月から2月の期閥には，上記2植物群のほかに，常緑針葉樹とササ類の2植物群が加わ

る。そして，草本の種類数はきわめて少なくなり，カンスゲ，オシダを除くと，枯死した茎

が摂食対象とされるにすぎず，量的には殆んど闘題にならなくなる。

　一方，広葉樹はこの時期に一層重要性を増すようにみられる。すなわち，種類数では11月

の48．8％に対して12月には73．7％，1月には76．2％，2月には83．1％が広葉樹であり，食植

物の種類数の約4／5を占めるに至る。したがって12月～2月の冬季には，少なくとも種類数

の上からは広葉樹が主食の地位にあるといってよい。

　常緑針葉樹とササ類の葉は，12月に至ってはじめて食べられるようになる。しかし種類数

の上では，蔚者が約5％，後者が約2％程度である。本調査地域には常緑針葉樹の現存量が

少ないために，食物としては，量的にも副次的な地位にある。

　ササ類は冬季以外には，6月の笹筍を除き摂食しなかった。林床には部分的にかなり高密

度で生育しているにもかかわらず，冬季にも摂食されている量はきわめて少ない。ニホンカ

モシカにとって，嗜好性の高い植物とは考え難い。放牧地においても，ウマはササ類を好食

するが，ウシおよびヒンジは好まないようである（宮本・大川，1944）。

a）　周年型食植物：

　次に第1～4表から，5月～2月（春～冬）の調査期閥中，いずれの月にもニホンカモシ

カによる採食痕がみられた植物は，次の！0種である。

　1　ヤマアジサイ　　2　タマアジサイ　　3　ノリウツギ：ユキノシタ科　　4　クロ

　イチゴ　　5　クマイチゴ：バラ科　　6　マユミ：ニシキギ科　　7　ハナイカダ：ミ

　ズキ科　　8　り。ウブ：リ。ウブ科　　9　ニワトコ　　10　オオカメノキ：スイカズ

　ラ科

　これらは，いずれも落葉広葉樹である。したがって夏～秋にはそれらの葉と枝先が，冬と

早春には越冬芽をつけた枝先が摂食されるわけである。

　年間を通じて摂食されるこれらの植物は，ニホンカモシカにとって，もっとも嗜好度の高

い，基本的な食物源とみてもよいのではなかろうか。第6表に示すように，これらの植物は，

その七竈痕の出現頻度も高い。

　周年的に摂食される植物10種のうち3種はユキノシタ科に属す。このうちノリウツギは笛

部（靭皮部）に多くの粘液質を含むが，これは和紙を作るための『のり』として古くから使

われてきた（高瀬，1941；丸山，1974）。またヤマアジサイはphyllodulch｝glucosideが分解

してできる甘味成分phyllodulcinを含む（久田・長沢，1973；高瀬，1941）。こうした成分

がカモシカの嗜好性を高めているのかもしれない。カモシカのほかに表日光のホンシュウジ
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カも6～8月にノリウツギを好食しているというし（丸山ほか，1975），北アルプス高瀬川渓

谷においては，ニホンザルが冬季にノリウツギの樹皮を特に好んで食べている（宮尾・両角

徹・爾角源，1974）。

　ハナイカダの藩論は山菜として広く利用され，また髄（pith）を有する点でユキノシタ科の

灌木と共通である。やはり髄を有するヤマブキが冬季に好食されるのも同様な原囚によるも

のであろうか。髄は柔組織よりなり，澱粉粒・タンニン・結晶体などを含み貯蔵組織となる

場合が多いといわれる（岩波生物学辞典，1968）。

　ニワトコおよびリ。ウブの心葉も山菜として古くから利用されてきたものである。ただし，

リ。ウブは多食すると下痢を起こすとされ（宮本・大川，1944），また養蜂家の経験ではリョ

ウブの花蜜を吸った蜂は寿命が短かいという（丸山，1972）。山菜として利用される植物は，

その中に有毒な化学物質（secondary　compounds）が含有されていないことが，その第一の

条件であろう。有毒物質は，ごく少量であってもそれを多食することによって，成長阻害，

性成熟の遅延，生殖障害，神経系失調，脱毛，寿命の短縮などの影響を与えるからである

（Freeland　and　Janzen，1974）。そうした有毒物質は，心慮性動物に対する植物の側の防衛

適応として発達してきたものにちがいない（Freeland　and　Janzen，！974；McKey，！974）。

　たとえば，ハタネズミ類（lnicrotine　rodents）における摂食試験ならびに胃内容物の分析

結果からみても，ハタネズミ類にとって嗜好性の高い植物は，明らかに無毒のものであり，

有毒植物に対する嗜好性は低く，無毒植物を選択的に摂食していることがわかる（Freeland，

1974；Schlesinger，1976）。ここで有毒植物という場合，これを摂食すると明らかに毒性があ

らわれるものを指している（Freeland，1974）。しかし，無毒とされる植物の中にも，；信毒植

物と岡一のアルカロイドまたは類似のアルカロイドを含有するものがあり，アルカロイドの

毒性については，よくわかっていないという（Schlesi1思er，1976）。

　飼育下のノウサギに種々の植物をそれぞれ別に与えた場合，アセビ，クサノオウ，スイセ

ン，スズラン，1・ウダイグサ，レンゲツツジ，オダマキ，ノボロギクなど，いわゆる有毒植

物とされているものは，詠いをとるだけで食べなかった（宮蜷，1973；！974）。

　特定の毒物の分解・解毒能は，哺乳類の種によって異なるであろうが，ニホンカモシカの

摂食植物と，山菜として利用されてきた植物との問に多くの共通種がみられるのは当然とい

ってよいであろう。しかし，さきにのべた如く，ニホンカモシカはハシリドコ帆6月），ヤ

マオダマキ（6月），ヤマトリカブト（6月～11月）など一般に有毒植物とされているものも

わずかながら摂食しており，これらに含まれるアルカロイ｝ご類を分解，解毒する酵素をもっ

ているのかもしれない。アナウサギ（07頭01α9％scπ耽漁3）では，　atropille（ナス科植物に

含まれるアルカロイド）の解毒能を有する個体があり，それらでは特殊な酵素をもっている

という。毒物の解毒能は種によって，また個体によって異なり，それは遺伝的な特異性であ

るという（Freelalld　and　Ja1玉zel／，1974）。

　また蛋臼質含量などの高いことも山菜の条件となっているにちがいない。

　たとえば窒素肥料を多量に施したスギの萬木は，ノウサギにより著しい食害を受ける（大

津，1967）。またキリの樹皮は，多雪地方において冬季にノウサギにより食害されるが，食害

を受けるのは1～2年生のキリで，5年生になると全く被害がみられなくなる。樹皮内の蛋

白質含量の低下が原因であるという（大津，1966）。



68 信州大学農学部紀要　節15巻第1号（1978）

　草食性に特殊化している北米のモグラネズミ（乃0刀望0卿S≠⑳0傭S）では，胃内容物中の

蛋白質含量は，生息地にある植物体の平均蛋白質含量よりもかなり高く，モグラネズミが生

恩地の草のうち，蛋白質含量の高い植物や植物体の部分を選択的に食べていることが示され

る（Tryon　and　Cunningham，1968）。

　表日光のホンシュウジカの場合，テンニンソウの摂食が8月目入って急増するが，テンニ

ンソウは7月下旬から8月上旬にかけて，葉部の全窒索含量が豊當であり，また花芽，茎部

の炭水化物量も増加し始める。この植物に対するホンシュウジカの摂食量の増加は，まさに

このような時期に一致しているのであるという（丸山ほか，1975）。

　食植性昆虫の食物選択機構は，従来，主として植物中に含まれる誘引物質，忌避物質を中

心として説明されているが，味覚の闘題はより重要であり，味覚に関与する植物成分として，

まず第一に考えられるものは栄養物質（第一次植物成分）であるとされる（伊藤，1960；平

野，！960）。食植性哺乳類においても，こうした考え方の導入はきわめて重要であろう。また，

これらの問題を論ずるに足る植物成分に関する資料の蓄積も必要である。

　次に，2月を除き，5月から！月までの9ケ月間にわたって採食痕が認められた植物は

　1　イタドジ：タデ科　　2　クサボタン：キツネノボタン科　　3　ノハラアザミ：キ

　ク科

の3種である。また早春の5月を除き，6月から2月までの9ケ月聞にわたって採食痕が認

められたのは，

　1　ヨモギ：キク科　　2　ヤマブドウ：ブドウ科

の2種であった。

　これら5種の植物も，さきにあげた10種の植物とともに，ほぼ周年的に利用される食物と

して，この地域におけるニホンカモシカの基本的な食植物とみてよい。摂食頻度も高い（第

6表）。

　イタドリ，ヨモギ，ノハラアザミはその緻葉が山菜として古くから利用されてきた。クロ

イチゴ，ヤマブドウはその核果・液果が食用にされることはいうまでもない。ヤマブドウは

その緻葉も食用になる。クサボタンは有毒植物とされるが毒成分は不詳で，ウシ・ウマは相

当の影響を受けるが，ロバ・ヤギなどは抵抗力が強いといわれる（宮本・面倒，！944）。

　さきにあげたクマイチゴおよびクロイチゴは有刺灌木であるが，これらの刺棘はニホンカ

モシカにとって，特に摂食を妨げるものにはなっていないようである。細かな刺が密生して

いるエビガライチゴの枝葉などもよく食べている。またこれら有刺灌木の樹皮は，冬季にノ

ウサギによっても多食されている。いうまでもないことであるが，食植物の選択は上記のよ

うな二次化学物質の存否，栄養価の高低などの要因のほかに，各植物のもっている形態学的

な特微や現存：量の多寡が重要な関係をもっているにちがいない。ニホンカモシカの口先のと

どかない高木の枝先は，それがたとえ嗜好にかなっていたとしても摂食されないし，現存量

のきわめて少ない種は，やはり多食することができないからである。

　芯や枝がまっすぐ伸びていて，積雪期にも雪面に出やすい灌木類は，摂食対象として婦都

合であろう（栩秋，1975）。リ。ウブ，ハナイカダ，ノリウツギなどの萌芽はこの点で冬季に

も選択されやすい植物であろう。

　また，消化の難易という問題も，食椋物の選択を左右する要因となるにちがいない。たと
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えば草本でも，老化が進むにしたがって，含有されるリグニンは水溶性のものから次第に消

化しにくい高分子に変り，セルローズ，ヘミセルローズおよびリグニンが互に間く結合して

消化しにくいものとなる。また生育期が進むにしたがって，植物中の炭水化物は糖分を除け

ば，いずれも互に結合しながら硬化し，高分子となり消化液に侵され難い形に変っていくと

される（斉藤，1960）。しかしながら，このような植物体の内容の変化は，動物の側では味覚

の変化としてとらえ，食植物の選択を決めているのではないかと考えられる。いずれにして

も多くの哺乳類は，栄養学や毒物学の知識をもっているように振舞い，必要なものを選択的

に食べていることは確かである（Davis　alld　Golley，1963）。たとえぽウマは回虫の寄生が多

いとヨモギを過食するといわれる（宮本・大川，1944）。

　ニホンカモシカの場合，特に冬季に必要な栄養量の確保が大きな問題になろう。広葉樹の

枝先，常緑針葉樹の枝葉，ササ類の葉などが主食となることは上述のとおりであるが，これ

らは消化面で難点があると考えられる。したがってこの点の解決のためには，摂食量の増大

や消費エネルギーの制限または貯蔵が行なわれると考えられるがどうであろうか。：草食性の

方向に特殊化の進んでいるエゾヤチネズミでは，緑草の不足する冬季には，夏季の4倍近い

摂食量を示すという（前田，1962）。ニホンカモシカはウシ，ヒツジ，ヤギなどに比較して，

より一層長い盲腸と結腸を有し，第一闘が根対的に大きい歯噛を有するが，これなども，特

に冬季の食物条件に対応した適応形態とみられる（宮尾，1973）。

　飼育下におけるニホンカモシカ（雄2才）の年閥の摂食量は1087，000カロリー，同化：量は

75，588カロリーくらいだとされるが，春と秋に多く食べ，秋は一年中で最も摂食最が多いと

いう。成長量は2，733カロリーであるが，夏と冬では成長量がマイナスになる（千葉，1972）。

　この資料からみると，秋には冬に備えたエネルギーの蓄積が行なわれる傾向があるように

思われる。野外の自然状態における摂食量や同化螢の周年的変化に関する研究の進展が望ま

れる。

　NoJIMA　al最NlsHIH玉RA（1972Nま，宮城県金華山島におけるホンシュウジカの摂1食植物を，

その季節性からみて，周年型（year－round　type），早春型（early　sprlng　type），夏型（sum－

mer　type）および冬型（winter　type）に分類している。以上にあげた15種は，本調査地域に

おけるニホンカモシカの周年型食植物としてよいであろう。

b）　早春玉食植物：

　次に早春型食植物とは，一般の草本や落葉広葉樹の緑葉が爾幽する以荊に先駆的に繭出す

る植物で，金華山島のホンシュウジカでは，コバイケイソウ，マムシグサ類4種，クリンソ

ウがあげられている（Nolima　and　Nishihira，1972）。本調査地域におけるニホンカモシカの

早春魚食植物としては，

　1　フキ（花茎）　　2　シロバナエンレイソウ　　3　エンレイソウ　　4　ツクバネ

　ソウ

などをあげることができる。しかしこれらの摂食頻度は低く，周年型食植物の補充的なもの

にとどまっているようである。しかしながら，それらはビタミン類や特殊な物質の摂取の上

で，重要な役割を果しているのかもしれない。

　シ1・バナエンレイソウおよびエンレイソウは根にサポニンを含み有毒とされる（黒田，

1976）。
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　ヤマオダマキ，イケマ，ハシリドコロなどの有毒植物が，きわめて少量ではあるが6月上

旬にだけ食べられていることも，何か意味のあることかもしれない。

　金華山島のホンシユウジカで，この時期にだけマムシグサ類（サポニンを含み有毒とされ

る）やコバイケイソウ（根茎にパクリコロンを含み有毒とされる）を摂食していることも注

目される。

c）　夏型食植物：

　夏型食植物は草本と広葉樹の緑葉で，きわめて多様な植物が摂食されていることは上述の

とおりである。しかし，量的に多く摂食されるものは比較的限られた種であり（第6表），周

年型食植物は夏季にも多食される植物である。それらを除くと夏型食植物としてはハナウド，

ミヤマゼンゴ，ヨブスマソウ，モミジバグマ，ヨツバヒヨドリバナ，ミズナ，アカソなどの

草本が主体となる。

　∫認gα翅α沈αはユーラシア大陸のステップ地域に生息する広義のカモシカ類の！種で

砂漠地帯にも生活圏をもっている。100種以上の草本を食べるが，特に好まれるのは10～20

種の植物だけで，比較的限定された植物を利用している。それらは，水分に富み，柔らかい

ことが条件になっているようである。哺育期問中には特に多汗質の植物を選択的に採食する

という（FormOzov，1966）。乾燥地帯の生息者であることもこのような食物選好の背景にな

っているのであろう。

d）　晩秋型食植物：

　夏・秋から冬への移行期に，短期間ではあるが摂食の対象とされるものにフキの葉，広葉

樹の落葉，枯草，ドングリ（ミズナラの竪果）などをあげることができる。NOJIMA　and

NISHIHIRA（1972）のホンシュウジカについての食植物の分類にはないが，これらは晩秋型

食植物と呼ぶのがよいであろう。

　フキは5月・7月にその花茎が食べられていたが，葉は食べていなかった。しかし10・11

月にはその葉・茎が大量に採食された。林野放牧の家畜も，春・夏にはフキを食べないが，

秋から冬にかけては好食し，これの枯草も好んで採食するという（宮本・大川，1944）。6月

と10月下旬におけるフキの組成を比較すると，粗蛋白質は10月にはほぼ半減するが粗脂肪は

約2倍に増加する（宮本・大川，1944）。晩秋にフキが好食されるのはこの辺に原因があるか

もしれない。放牧家畜は，寄生虫の寄生があると，フキを過食するといわれる（宮本・大川，

1944）。

　桔草の場合，倒伏せずに直立しているヨモギ，ノハラアザミ，ヒヨボリバナなどの茎が摂

食：の対象とされている。

　落葉の場合は，落下直後の新鮮なものを食べることが多いようである。

　アケビ類，サルナシなどの落果も食べるのではないかと思われるが，いまのところ確証を

もっていない。ドングリはウマ，ウシ，ヤギ，ヒツジ，ニワトリなどの飼料としてもきわめ

てすぐれている（宮本・大川，！944）。表日光のホンシュウジカも，ミズナラの堅果を捨って

食べる（丸山ほか，！975）。

　カモシカ属（Cα加oo禰s）に近縁のGora1類のうち，ソ連のAmur河下流域やVladivos－

tok北東の山地に生息するN6初07勉θ磁s　gO7認6鶴4α如sは，海岸の急崖や急峻な森林1翁鱒

を生息場所としているが，ドングリを食べる。しかし，冬季に雪の中からそれを堀り出すご
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とはできないという（Grzimek　and　Walther，1972）。

　短期間ではあるが，食植物の欠乏する厳寒期を前にして，これら晩秋三食植物の果たす役

割は想像以上に大きいかもしれない。

e）　冬型食植物：

　冬型食植物はすでにのべた如く，常緑針葉樹とササ類で，これらが周年二食植物を補充す

るものとなる。

　常緑針葉樹が冬型の食植物で，他の季節には摂食対象からはずされていることは，少なく

とも中部山岳地帯の天然生林に生息するニホンカモシカについては共通している（千葉・山

口，1975；宮尾，1976など）。金華山島のホンシュウジカでも常緑針葉樹は冬型食植物である

という　（Nolima　and　Nishihira，1972）。

　北アルプス高瀬川渓谷においても，無積雪期には落葉広葉樹の芽，葉，枝，果実などや，

顕花植物のやわらかい茎頂部が採食されている。積雪期には常緑針葉樹，ササ類，スゲ類が

多食されるように変るという（チ葉・山口，1975）。また，北アルプス南部地域で死亡したニ

ホンカモシカの胃内容物をみた結果では，秋（10・11月）には広葉樹8種と常緑針葉樹1種

であったが，積雪期（2～4月）には広葉樹3種と常緑針葉樹5種となって，常緑針葉樹の

比重が大となる。さらに早春（3～5月）になると広葉樹5種，常緑針葉樹6種のほかに草

本が7妬みられ，この時期から草本の食べられる割合が急増する（宮尾，1976）。

　これらの結果は，上述の本報の場合と類似し，少なくとも中部山岳地帯においては，ニホ

ンカモシカの食性の周年的変化の一般的な型と考えてよいであろう。

　岐阜県加子母村裏木曾蟹有林のヒノキ造林地においては，3月初旬から10月初旬にわたっ

てニホンカモシカの侵食：痕数が調査されている。その結果から食植物の季節的変化をみると，

4つのタイプに分類されるという。すなわち，1）3月に最大を示し，以後急激に減少する

ヒノキ，2）5・6月目最大となり以後減少していくササ，コバノミツバツツジ，ウラジロ

ヨウラク，コミネカエデ，3）徐々に増加して夏以降最大を示すミズメ，4）5・6月と初秋

に2回のピークをもつ』ウブである（岐阜県自然史研究会，1977）。　ここにみられた食植

物の変化の様相は，ササが5・6月によく摂食されているという点を除けば上述の本四の結

果と或程度似ているといってよい。

　北アメリカのロッキー山脈に分布するシロカモシカ（076αη即¢os　α1％6プ∫oαηκs）も狭義のカ

モシカ類（Chamois）に属すが，やはりsnip　feeder（browsing　herbivore）であるという。

　シロカモシカの食植物の周年的変化の様彬は次の如くであるという（Saunders，　JL，1955）。

　夏季にはgrasses，　sedges，およびrushesが主食となり，胃内容物の調査結果では，全容

積の71．7％が，総重量の75．5％がこれらによって占められていた。よく摂食されているのは

ミヤマコメススキ（Dθso伽勿sゴα6αθs餌osα），ウシノケグサ（FθS伽Cα0〃腕α），イチゴツナ

ギ類（Poαα1ρ腕α，　P．7砂foo1α），スゲ類（Cα紹κ厩70S卿α襯α），イ類（！襯伽Sρα77亜，　Z

7θ9θ薦，L酩厩αsが。厩α）である。

　Forbsは胃内容物の容積では17．2％，重：量では13．9％を占め，前記植物群に次いで夏季の

主要食植物をなす。マメ科のし砂∫鱗sη7α漉oo1α，ムラサキ科の1吻7擁s如，ハナシノブ科

のPO1θ”20痂％7πρπ10舵〃1フ7％規，マメ科の飽4y∫α7％規∫％1ρ勉‘紹SO63¢∫，タデ科のPO砂gOππ彫

6魏07魏465，バラ科のPO’6ア漉11σ4勿θ競ノ協αなどがよく食べられているという。
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　Shrubsは胃内容物については容積で3．3％，重量で2．0％を占めていた。　コケモモ属の

yα00加加πS6砂α7如7Zヤナギの1種（Sα1㍑ερ．），ユキノシタ科の1勧θS／α侃S〃6，ツガザク

ラ属のヵ勿♂1040066ノ勿6〃∫ノ∂γ纏Sバラ科の／）0彦6彫〃αカ・呂‘〃00∫αなどがその主な種である。

　針葉樹は夏季には採食されないといってよい。シダ類では罪004S彪SOOρ厩ガπα（イワデ

ンダ属）が食べられている。

　秋季にもgrasses，　sedges，　rushesが中心的な食物であることは夏季と同様で，胃内容物の

容積で76．2％，重量で74．7％を占めていた。食植物の種は夏季とほぼ嗣一であるが，秋季に

はそれらのseed　headsが採食されることが多い。

　Forbsは夏季よりも秋季に多食され，霧内容物の容積で19．9％，重量で21，5％を占める。

夏季に採食されていた植物のほかに，ハナウド（F67ζzo16z〃7・z　♂α％α’％初），サワオグルマ属の

5θ％θo勿67α5躍伽s，S．翻απ9厩α万sなどが加わる。

　Shrubsの食べられる割合は夏季よりも減少する。針葉樹は冬季の食植物として最も重要

なものとなるが，それらは10月中旬に至って初めて胃内容物の中にみられるようになった。

シダ類は秋季には食べていない。

　冬季にはgrasses，　sedges，　rushesの食べられる割合が夏・秋に比較して減ずるが，それで

も胃内容物の容積で59．！％，重量で58．8％を占めている。Forbsもそれぞれ15．8％，10．4

％に減ずる。Shrubsは殆んど食べられていない。これらに代わって，冬季には針葉樹が食

植物として重要な位置を占めるようになる。胃内容物の容積で24．6％，重量30．4％がそれで

ある。P∫θ％40誌πgα如短ノ∂1彪，∠睨6S　1σSがOCα7勿，！κ窺ヵ6剛S　OO規耀碗S，　P腕πSなどが摂

食される。

　春季には再びgrasses，　sedges，　rushesの二合が増加して夏・秋とほぼ同一になる。すなわ

ち胃内容物の容積で70．4％，重量で75．8％を占める。Forbsは13．1％および4．8％で少なく，

ユキノシタ科の1距鷹勉αo〃α班b伽，バラ科のPoオ6漉11α灘1’醜。げαなどが摂食可能になる

にすぎない。　Shrubsもわずかに食べられるにすぎない（それぞれ0．9％，1．2％）。針葉樹

は冬に引き続いて春にも食べられ，胃内容物の容積で12，7％，重量で17．9％を占めて，第2

位の食植物群となっている。

　食植物の周年的変化の基本的な様相は本報のニホンカモシカの場合に似ているといえよ
う。

　イギリスのHampshire地方に生息するダマジカ（1）伽α伽ηのの胃内容物を調査した結

果では，食物の組成の上から1年を3期に区分している。すなわち3月～9月はイネ科の草

本が主食となり，双子葉草本や広葉樹の葉がそれを補なうものとなっている。9月～12月に

はドングリがきわめて重要な食物となる。リンゴ属の砿σ」πssッ1θ6∫彦7∫ε（crab　aPple），クリ，

キイチゴ類などの果実も食べるという。また広葉樹の枯葉も利用されている（11・12月）。こ

れらは本報で述べた晩秋型食植物に舎致する。冬季セこは針葉樹の葉が重要な位羅を占めると

される（JackSOR，1977）。これも基本的には本報のニホンカモシカの揚合に一致するといっ

てよい。

3　寡食植物

ニホンカモシカによる採食痕が認められた植物のうち，その出現頻度がきわめて低かった
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ものの中には次のような一般にいわれる有毒植物が含まれ（二次物質については高瀬，1941；

久田・長沢，1973；および黒田，1976による），ニホンカモシカはやはりこれら有毒植物を避

け，あるいは積極的には摂食しないとみてよいと思われる。それらはヤマオダマキ（6月）

（Blaus恥reを含む），ウマノアシガタ（7月）（ranunculi11を恵む），イケマ（7月）（根にシ

アンコゲニンなどの配糖体を含む），ハシリドコロ（6月）（スコポラミン，hyoscyaminを含

む），コバイケイソウ（7月）（根茎に・・クリコロンを含む），ボツツジ（7月・11，月）（有毒

i蜜源とされる），ネジキ（！月）（葉に1yOniolを含む），ツルシキミ（1！月）（アルカロイド

を含む），トチノキ（2月）（サポニンを含む。欧米産の嗣乙種では種子，樹皮，葉が有毒），

フジウツギ（5月）（アルカロイドを含む）などである。有毒植物以外で摂食頻度の低いも

のは，この地域における現存量の少ないこと，小型の植物であることなどが原因になってい

るようである。

　なお，本調査地域で，ニホンカモシカによる姦凶痕が認められなかったのは，次のような

植物である。

　ニリンソウ，ハリブキ，クジャクシダ，シシガシラ，ジュウモンジシダ，イワカガミ，ア

ズマシャクナゲ（葉にロドトキシンを含む），スズラン（コバラトキシン，コバラリンなどを

含む），アケボノソウ，レンゲツツジ（葉にグレイアノトキシンー1，花にロドヤポニンを含

む），クサソテツ，タケニグサ（茎葉の燈色乳液にchelerythrine，α一allocryptopine，　san－

guillariエ弐e．などを含む），ネズミサシ，マムシグサ類（サポニンを含む）。

　これらの中にも有毒とされる植物が多いことがわかる。羊歯植物は一般に摂食されていな

いが，ワラビに若干，オシダにはかなりの頻度で片食痕がみられた。特にオシダは一般の緑

草が姿を消す時期によく食べられている。オシダの根茎および葉柄の基部にはアスピジンな

どの精油を含み有毒とされる（黒田，1976）。また，羊歯植物には全般的にビタミンB1破壊酵

素であるアノイリナーゼや骨髄の造血機能に障害を及ぼす因子が含まれ，放牧牛馬がワラビ

などを多食した場合，B1欠乏症や再生不良性貧血を起こすとして警戒されているが（北原，

1967），ウシのように反遇する動物では第1胃内の微生物に’よってビタミンB1が合成される

ため，B1欠乏症は起こりにくいという（内藤，1978）。

　ニホンカモシカは羊歯植物に対する耐性を有するのであろうか。金華山島のホンシユウジ

カも羊歯確守を好まないようである（Nolima　and　Nishihira，1972）。放牧家畜においてもシ

シガシラ，クサソテツ，ゼンマイなどの羊歯植物は食べないとされ，ワラビは秋にわずかに

食べられるに過ぎないという（宮本・大川，1944）。

　ダマジカはE短0α渉6〃α」∫κ，M夕擁0αgO1θ（ヤマモモ属），　R加404θη4702¢ρ0厩ガ0鰯¢（シ

ャクナゲ属），σ」6κθπ70ραθα（ハリエニシダ），ノ1gプOS彦∫S　5θ如0θα　（ヌカボ屈），カヤツリ

グサ類，イ科の多くの種，ワラビなどは現存量が多いにもかかわらず，殆んど食べない

（∫acksOll，　1977）。

w　要 約

　長野県木曾山脈の主i峰，木曾駒ケ岳（海抜2，956m）の東側斜面小黒川流域に位醒する信州

大学農学部付属演習林およびその隣接地域において，1975年5月より1977年1月にわたって，
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ニホンカモシカの食性調査を行なったQ調査地は海抜1，200～1，600mの低山帯上部（冷温

帯）に相当する天然生林である。

　ニホンカモシカによる採雨痕の調査から，食植物を同定し，食二物の周年的変化をほぼ明

らかにすることができた。ただし，本調査では，主として食植物の種名を明らかにする定性

的段階にとどまった。また，3月および4月の資料は少数であるため省いてある。

　結果の概要は次の如くである。

　1）　ニホンカモシカの採食痕をみると，草・木本の先端をひきちぎって食べていることが

わかり，ニホンカモシカはbrowsing　herbivoreまたはsnip　feederであると云える。

　2）　ニホンカモシカの食植物として189種を同定することができた。そのうち草本は27科

94種，広葉樹は29科85種，針葉樹は2科7種，ササ類が1科3種であった。

　食植物の種類数は7月に最も多く（106種），11月に最も少なかった（43種）。

　3）　5月から！1月までは草本と広葉樹の種類数がほぼ半数ずつを占め，食物はこの2植物

群によって供給される。12月から2月の期間には，上記2植物群のほかに常緑針葉樹とササ

類の2植物群が加わり，草本の種類数は極めて少なくなる。広葉樹はこの時期に一層重要性

を増し，2月には83．1％が広葉樹によって占められる。常緑針葉樹は種類数で約5％，ササ

類は約2％程度である。本調査地域には常緑針葉樹の現存量が少ないため，冬季にも副次的

な食物源の地位にとどまる。

　4）周年的にどの月（ただし3・4月は未調査）にも採食痕がみられた植物（周年二食植

物）ぱノリウツギ，タマアジサイ，ヤマアジサイ，クロイチゴ，クマイチゴ，マユミ，ハナ

イカダ，リ・ウブ，ニワトコ，オオカメノキの！0種で，これらはいずれも落葉広葉樹であ

る。春～秋には枝・葉が，冬には越冬芽をつけた枝先が摂食される。

　これらに次いでほぼ周年的に採食されるのはイタドリ，クサボタン，ノハラアザミ，ヨモ

ギ，ヤマブドウであった。

　これらの植物は，ニホンカモシカにとって最も基本的な食物源になっていると考えられる。

　5）早春二食植物としてはフキ（花茎），シロバナエンレイソウ，エンレイソウ，ツクバ

ネソウなどがあげられる。一般の植物に先駆けて緑葉を展開する植物群で，周年三食植物を

補充するものとなっているようである。

　6）夏型食植物はきわめて多様な草本と広葉樹から成る。周年乞食植物が夏～秋にも多食

され，そのほかにはハナウド，ミヤマゼンゴ，ヨブスマソウ，モミジバグマ，ヨツバヒヨド

リバナ，ミズナ，アカソなどの草本が量的に多く摂食されている。

　7）晩秋型食植物としてはフキ（葉），広葉樹の落葉，枯草，ミズナラの堅果などをあげ

ることができる。夏・秋から冬への移行期に，短期間ではあるが摂食の対象とされる。

　8）冬型食植物は常緑針葉樹とササ類の枝・葉で，周年型食植物の不足を補なう。冬季

（12月～2月）以外には，常緑針葉樹およびササ類は食べられることが殆どない。

　9）　ハシリドコロ，ヤマトリカブト，ヤマオダマキ，コバイケイソウ，ネジキ，　トチノキ，

フジウツギなどの，いわゆる有毒植物も稀にではあるが摂食されていた。

10）本調査地域においてニホンカモシカによる採食痕が認められなかった植物は，アズマ

シャクナゲ，レンゲツツジ，タケニグサ，スズラン，イワカガミ，マムシグサ類，クサソテ

ツ，シシガシラなどであった。
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          Studies on Mammals of the Mt. Kiso-Komagatake,

                         Central Japan Alps

      Ⅳ. Food Habit of the Japanese Serow in Upper Part of Low

         Monntaineous Zone on Eastern Slope of the Mt. Kiso-

         Komagatake, with Special Reference to the Traces-Eaten

     By Shigetada SUZUKI, Takeo MIYAO, Toshiaki NISHIZAWA,

                        and Yasuski TAKADA

     Laboratory of Grassland Science, Fac. Agric., Shinshu Univ.1), Dept.

       of Anatorny, School of Dentistry, Aichi-Gal<uin Univ.2), Dept. of

                 Anatomy, School of Medicine, Shinshu Univ.3)

                               Summary

   IRvestigation has been made from May 1975 to January 1977 in order to make

clear the food habit of the Japanese serow, CaPricornis crisPars on eastern slope of

the Mt. Kiso-Komagatake, where the University Forest in the Faculty of Agri-

culture, Shinshu University expands.

   The investigating area is a low temperate zone and is enveloped in natural

forest in upper part of Iow mountaineous zone (1,200-1,600m above the sea ievel).

   Seasonal change of food plants was clear up by analyzing the plaRt traces eaten

by the JapaRese serow. This analysis didn't express quantitative estimation of plant

eaten by the anlmal, but identification of plant, namely, qualitative I}st of plant

species. Further, there was iess data obtained from March to April and we were

obliged to omit it,

   The results obtained were summarized as follows :

   (1) The Japanese serow was used to bite tip of herbs, young trees and shrubs

off and the aniinal seems not to be graz}ng herbivore, but browslng herbivore or

snip feeder.

   (2) Total 189 plant species were listed up as the food of the Japanese serow,

among them, 94 species (27 families) for herb;85 species (29 families) for broad-

leaf tree; 7 species (2 families) for coniferous tree;and 3 species (1 famiiy) for

bamboo grass, respectively. The number of species eaten by the Japanese serow

reached to maximum in July (106 species) and thereafter down to minimum in

November.

    (3) Number of plant species of herb and broad-leaf tree was divided intoa

half in each from May to November and the two plant groups should become the
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main food enough to feed at this time. While, ever-green coniferous tree aRd

bamboo grass might be added to the two piant groups during winter from December

to February. Nurnber of herb species decreased suddenly and broad-leaf tree, therfore,

might act an important role on food and percentage utility of broad-ieaf reached

oR 83.1% at the time of February. On the other hand, the ever-green coniferous

tree was down to 5% and 2% for bamboo grass.

    IR the investigating area, there was so smali ainount of biomass for ever-greeR

coniferous tree that the tree seemed to be a secondary food.

    (4) Plants feeded on each month throughout a year (but March and April

could not be observed yet) were as follows:thdrangea Paniculata, H cusPidata,

HL macroPhylla, Rubus leinashii, R. morifolius, Euonymus sieboldiana, Nlalzvingia

joponica, Clethra barbinervis, Sambztcus sieboldiana and Yiburnum fttrcatam.

    Above 10 species were all deciduous broad-leaf tree and the Japanese serow

were used to feed oR twings and leaf during spring to autumn and on twigs with

winter bud.

    Moreover, plants feeded for the most part within a year were as follows:

Polygonum reNnoutria, Clematis stans, Cirsizcm tanafeae, Artemisia vulgaris, and

Vitis coignetiae.

    It may be considered that these two sorts of plant species shall become a fun-

damental food resource for the Japanese serow in the area.

    (5) Petasites joPonicus, Trillizam tschonosfei'i, T. aPetalon and Paris tetraPhylla,

which expand new green ieaves to be the first to do other plants at the time of

early spring may play a compensatory role upon many species of food plants feeded

throughout a year.

    (6) Various species of herb and broad-leaf tree were feeded during summer,

such as the plants mentioned (4) and Iilizracleum lanatztm, Angelica multisecta,

Cacaria hastata, Ainsliaea acerifolia, EuPatrium sachalinense, Elatostemma involztc-

ratum and Boehmeria tricztsPis as well.

   (7) Leaf of Petasites joPonicus, fall down leaves of broad-leaf tree, dried herbs

and nuts of Quercus crisPula which were feeded during the late autumn must

become a major food at the only short time of pass through autumn to winter.

   (8) Twigs aRd leaves of ever-green coniferous tree and bamboo grass which

were feeded during only winter season (December to February), will supply for food

in winter. In this period, the Japanese serow would usually not to be enough to

feed the plant mentioned (4) and ever-green coniferous tree and baml]oo grass seemed

to be a suitable food for keepiRg hunger away.

   (9) Some poisonous plants were rearely feeded such as ScaPolia joPonica, Aco-

nitum joPonicum, Aqztilegia bblergeriana, Veratrum staminezt?n, Pieris elliPtica,

Aesculus turbinata and Buddlejo insignis.
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   (10) Plant species which did not remain traces eaten by the Japanese serow in

the investigating area were as follows : Rhododendron degronianum, R. joPonicum,

Macleya cordata, Convallaria majolis, Shortia soldanelloides, Arisaema, Matteuccia

strztthioPteris, Blechnum niPonicerm etc.


